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セグロカモメ(キアシセグロカモメ)亜種ｍｏ"gひ"busの九州における冬期渡来状況
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はじめに

セグロカモメ“ﾉYﾉsaﾉ19Ｆﾉ7zaf“はユーラシア大陸からアメリカ大陸まで広く分布する種で,分類上

の論争が今もなされている種である.たとえばセグロカモメの一亜種とされていた亜種"7姉a方eﾉ１ｹ３は

フランスのビスケー湾の繁殖地で交雑の可能性が否定されたことにより,数亜種と共に別種キアシ

セグロカモメＬ､“c伽"a"sにまとめられる可能性が示唆された(Grantl982)．

その後,これら数亜種をまとめたキアシセグロカモメjL・ＣａC/肋7"a"Ｓの基亜種CaC方”a"Ｓに繁殖

地を接する東アジアの亜種、o"ｇＤ此ｕｓは,セグロカモメ(日本烏学会2000ではＬ､ａ、１，日g圏ｅとされ

ているが,海外では極東種Ｌ，IﾉEg召ｅ'理ｅとして独立させることが多いので,本論文ではそれをも

ちいる)に属すか,キアシセグロカモメに含まれるかが議論されるようになり今日に至っている.幼烏

は形態的には亜種cac伽"aﾉ7ｓ的であるが,発声は亜種しａｇａｅ的とも言われている(Kennerlyeta1.

1994)．最近の２つの整書(Robbson2000,MacKinnon＆Phillipps2000)でも意を異にしている.暫

定的に本亜種をＬ・I′昭圃ｅの亜種Ｌ・“〃7oﾉzgDﾉ化“として扱いながら,将来的には独立種となる可

能性を示唆する声もある(Yesou2001)．

本亜穂は中国北西部から内モンゴルの呼倫湖にかけて繁殖するとされ(MacKinnon＆Phillipps

2000)，あるいはハンカ湖,黄海沿岸まで繁殖地がのびているという(MoorGs2003)．日本では少数

が越冬するとされ(氏原2000)，インターネット等でもその写真が多数公開されている(氏原ホーム

ページhttp://larus､hp,infbseek､ＣＯ・jp/，Ｋｉｎｇ＆CarGy2000)．なお本亜種は繁殖地バイカル湖で

の夏期個体の写真もインターネット等で公開されている(Ｒｅｉｄｅｔａｌ・のホームページhttp://www・

martinreid､com/mongpO2､html)．

また韓国では少数が黄海沿岸の離島で繁殖するほか,多数の通過(漢江:HanRiverで数千

羽)，越冬個体(洛東江:Nak-DonRivGrEstuaIyで1-10羽など)が観察されている(Moores2003)．

九州は朝鮮半島に近く，本亜種が飛来している可能性があることから渡来状況を調べた．

2003年９月２３日受理
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本論文のカラー写真をhttp://www､wbsj・org/nature/database/strix/22/kagoshima・htmlで
みることができます．
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調査方法

経験的に水揚げ戯の多い漁港に大型カモメ類が多いことを感じていた筆者は水産統計における

水揚げ重量(農林水産省2000)により,以下の６地点を観察場所に選び,2002年11月～2003年２

月に数回ずつ訪れた.また,本亜種は湖沼地帯で繁殖することが多いため,淡水を好むと考え,漁

港の近くにカモメ類のいる池があれば確認するようにした．

記録方法としてはデジタルカメラ(オリンパスC-2020)と望遠鏡(コーワ'1,SN-663)を併用し,本亜

種と思われる個体を撮影して確認した(撮影倍率:カメラ３倍,望遠鏡対物20倍)．

相浦漁港(３３．１２，Ｎ,129.39,Ｅ):佐世保に近い.大型カモメ類,約lOO～200羽が確認された．

新長崎漁港(３２．４９，Ｎ,１２９．４６'Ｅ):かなり近くから観察できる.大型カモメ類約400～1,000羽が確

認された．

博多漁港(33.36,Ｎ,130｡２４，E):一日中活発にカモメ類が入れ替わる.大型カモメ類約400羽以上

が確認された．

大濠公園(33・３５，Ｎ,130.22,E):博多漁港から１kｍ程離れた直径１kｍ程の淡水池.人工的に整

備され,ヨシなどの水生植物はほとんどない．

松浦漁港(33.21,Ｎ,129.46,E):調川(つきのかわ)という最大の港にカモメ類約800羽が観察され

た.近くの河口にも数百羽のカモメ類が確認された.ウミネコＬ､α籾sRjms"たの比率が他港より

高かった．

唐津漁港(33.28'Ｎ,129.58,Ｅ):合計約600羽のカモメ類が漁港と松浦川河口を中心に生息して

いた.観察しづらい場所に分散している個体が多かった．

大濠公園を除く上記の漁港ではのべ１kｍ以上の岸壁と防波堤があり,廃棄された魚や漁船から

出る残澄物を採食するカモメ類,大型サギ類,トビノWwjsmjig7'a"s,カラス類が休息していた．

亜種cacﾉｳ””ｓの第1回目冬羽はその成鳥と比べて識別しやすいとされ(Bakkereta1.2000)，

亜種ｍｏ"gひ舵usもその傾向があると思われた.その結果として観察は第１回冬羽が中心となった．

亜種セグロカモメＬ・I′wagz7eとの識別点(氏原2000,2001,Kennerlyeta1.1994)としては，

(1)全体的に白っぽく,肩羽にくっきりとした黒褐色斑がある．

(2)初列風切は黒い．白色羽先縁がある(ものが多い)．

(3)三列風切は白い部分が多い傾向があるが,個体差が大きい．

(4)雨殺の模様は細かくコントラストがある．

(5)尾羽の黒帯が狭い．

(6)飛行型を上から見て内側初列風切が白い(セグロカモメでもある程度存在する)．

があげられるので,その点に注意して観察を行なった．
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図１．亜種ｍｏﾉzgD"b砿の第１

回冬羽,博多漁港(2002

年１２月１９日）
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結果

福岡県の博多漁港および大濠公園で極極､o贈り"ｂｕｓと思われる個体を確認した(図１，２)．ま

た,本亜種と思われるが.若干検討すべき点を残し,断定することのできなかった第１回冬羽個体を

博多漁港(3羽／２回)，松浦漁港(2羽／２回)，|:､浦漁港(3羽／8回)，長崎新漁港(4羽／8回)確

認した(延べ観察羽数／訪問回数)．この観察羽数は同一個体を含む可能性がある．

博多漁港で2002年12月１９日(曇)に観察した個体(図ｌ)は以下のような形態的特徴を有してい

た．

大きさ:セグロカモメと|司大

職：全体的に黒く根本が淡色だった．

頭：白く，うなじにかけて細かい斑があった．

うなじ:白を基調として黒い細い斑があった．

日：黒色のビーズ様だった

腹部：白色

ﾙｧ羽：幼羽から第１回目冬羽に換羽を終えフレッシュで,雨覆と比較して摩耗していなかった.羽

軸とサブターミナルラインで形成されるイカリ型の模傑が白地にコントラストをつくっていた．

雨概：全体として白く,細かい黒い模様とコントラストになっていた.先端はすり切れてぎざぎざに

なっていた．

初列瓜切:黒い.羽先にすり切れがあるが細い白線が残っていた．

三列風切:茶黒の地に白い喫状が切れ込んで格ｆ･状の棋様.先端はすり切れていた．

尾羽：先端の黒帯がｌ／3と狭かった．

塊の災:不明

足：肉色(写真なし）
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図2．亜種"o婚ひ脆娠の第１回冬羽,大濠
公園(2002年12月１９日）

Fig.２．lstwinterorL,１%(ｃ)〃｡"gひ/b“,at
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また大襟公|判で2002年12｣1191ｺ(曇)に観察した個体(図２)は以ドのような形態的特徴をｲ１.して

いた．

大きさ:セグロカモメ刷大,もしくはやや小さかった．

職：根木は肉色で先端ｌ／3が黒く,先端１cmが白かった．

頭：全休的に|‘1く微細な斑があった．

うなじ:白を蝶洲として黒く細かい斑があった．

'１：黒色のビーズ様だった．

腹部：全体的に白く,細かい黒点があった．

九i羽：第１回Iデ1冬羽に換羽を終えて白地に黒のコントラスト模様.羽軸は黒くなかった．

雨覆：博多漁港で観察された個体より紋様が細かく,コントラストがあった．

初列風切:黒く,羽先に細い白縁があった．

三列風切:焦げ茶～黒の格子状模様で白い部分が多い.先端はすり切れていた．

尾羽：黒帯が尾のｌ／2弱と狭く,上尾筒および腰の白とのコントラストがあった.先端に白縁が

あった．

翼の典:下雨綴に細かい縞があり,全体として白くみえた．

鼎：肉色．やや短かった．

両個体とも第一印象として全体的に白っぽいが,初列風切が黒いためワシカモメム・

誹皿ﾉc“cc/7s,シロカモメムノiJpG必oﾉ℃zﾉs,オオセグロカモメＬ､Ｓｃ姑":s･agzﾉぷではない．

セグロカモメ,オオセグロカモメの幼烏の多くは換羽から数か月経つと摩耗と脱色により全体的に
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白っぽくなっていく.この２個体の肩羽は白が強いものの,黒い模様とのコントラストがあり,換羽して

いないと思われる大中雨覆の羽先のすり切れの進行をと比較して換羽してからあまり日が経ってい

ないフレッシュな羽色であった.同ステージ同時期の亜種セグロカモメでは肩羽の換羽を完了して

いない個体の方が多い．

イカリ型の独特の模様も同ステージの亜種セグロカモメにほとんど見られない特徴を有している．

大濠個体については,羽軸が淡色でイカリ型を形成していないが,コントラストが強く,バリエーショ

ンの１つと考えられる．

大濠個体の体型は職が短く頭が丸みを帯びている.Moores(2003)は本亜種のバリエーションと

してこのような個体もあるという．

三列風切･尾帯なども本亜菰の特徴を有している.大濠個体は翼下面が顕著に白く,亜種

"oﾉzgひ"b妬と“酌”a"sに共通する特徴と思われる．

また,本亜種の繁殖地の西に棲息する亜種“cﾉｳifl”ﾉﾌ゙ ｓによく似るとされるが(Kennerleyetal、

1994)，噺が比較的細長く下噛角がなく,前頭部の傾斜が浅い(Bakkeretal､2000)とされ,この点

を多くの写真(Offbreinsホームページhttp://www・xs4alLnl/~calidris/gullindex､html,Bakkeretal、

2000)で比較すると,この２個体は亜種cacﾉｳわ”"sとは考えにくい．

以上の観察と亜種"oﾉzgD"ｂｕｓの繁殖地が日本に近いことから,図１，２のカモメ類２個体は本亜

種である可能‘性が極めて高い．

考察

今回写真で取り上げた個体は,亜種､o昭Ｄ"ｂｕｓのうち,亜種セグロカモメおよび亜砿cacﾉｳ”a"ｓ

ではないことがわかりやすいタイプであり,退色･すり切れの結果以外にも羽色のバリエーションがあ

ることを感じた.孤立した湖沼･島で繁殖するグループの集合体である本亜種の特有の現象なのか

もしれない．

第１回冬羽に限っても,同亜種の傾向を持つ個体は長崎～福岡の集団越冬地では決して珍しく

はなかった.その多くは本亜種である可能性が高いように思われる．

成鳥等を含めた渡来数はさらに多いと考えるが,詳細は不明である.多くの人が観察することで，

バリエーションの把握および識別点の整理,分類学上の進歩を期待したい．

氏原巨雄氏には識別につき貴重な助言を頂いた.ここに御礼申し上げる．
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